
九州地方整備局

大規模な災害時の
自治体応援内容

平成２５年２月 改訂



①－２ 緊急災害対策派遣ドクター（ＴＥＣ－ＤＯＣＴＯＲ）

③－１ 現地情報連絡班（リエゾン）

①－１ 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）

③－２ 映像共有遠隔防災会議 ・ ホットライン

九州地方整備局九州地方整備局大規模な災害時の自治体応援内容

①技術支援

②災害対策用機械の派遣

③情報共有

②－５ ゴミ回収船

②－１ 災害対策用ヘリコプター「はるかぜ号」

②－２ 排水ポンプ車

②－３ 情報収集機器

②－４ 応急組立橋
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活動内容

◆ 関係機関と連携して必要な緊急応急対策を実施

●被災状況の調査

●災害緊急対応

・緊急輸送路の確保

・緊急湛水排除

●被災地方自治体の支援

・リエゾンの派遣

・衛星通信車等の派遣による通信網確保

・災害復旧に関する技術指導や助言

●二次災害の防止

・応急対策の立案・実施 ・被災箇所の危険度予測

災害対策用ヘリコプター

排水ポンプ車

東日本大震災への派遣
（第１陣出動）

・災害対策用機材（ヘリコプター、排水ポンプ車、照明車、衛星通信車、

応急組立橋等）を地方整備局や事務所に配備

◆ これまで Ｈ２２奄美豪雨災害、Ｈ２３東日本大震災、Ｈ２３紀伊半島豪雨
Ｈ２４九州北部豪雨災害などへＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し、技術的支援を実施

災害対策用機械等の配備

九州地方整備局
①－１ 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ）
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九州地方整備局
①－１ 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ）
TEC-FORCE隊員は全国の地方整備局を主体に任命されており災害の規模によっては全国から集結
※ほか、国土交通省本省、地方運輸局等、国土技術政策総合研究所、気象庁、国土地理院から構成されており、専門性を活かし

た調査、技術指導等による自治体支援を実施

地方整備局等
（４，０７８名）

国土技術政策総合
研究所（３７名）

本省（７５名）

地方運輸局等
（１５９名）

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 登録隊員構成

※平成２５年２月１日現在 計４，３４９名
（国土地理院、気象庁は事前任命が
ないため、グラフに含まれない。）

北海道開発局
５３１名

東北地方整備局
２８４名

沖縄総合事務局
３９名

関東地方整備局
１，００１名

北陸地方整備局
２４８名

中部地方整備局
３０３名

近畿地方整備局
６２９名

四国地方整備局
１８９名

中国地方整備局
２６０名

九州地方整備局
５９４名
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九州地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 阿蘇市での活動状況

排水作業

自衛隊・消防との協議状況

・阿蘇市の要請を受け、7/16～20において、TEC-FORCE（近畿地整）による被災状況調査等を実施

・7/15～20において、TEC-FORCE（九州地整）により、行方不明者等の捜索支援のため、自衛隊・消防団等関係機関と
協議を行い排水作業を実施

平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局

浸食深の調査 土砂堆積状況の調査 地元の方に状況を伺う

土砂災害被災状況調査

＜四国地整の活動状況＞

＜北陸地整の活動状況＞

土砂災害被災状況調査

・阿蘇市の要請を受け、7/14～20において、TEC-FORCE（四国地整・北陸地整）による土砂災害調査等を実施

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 阿蘇市での活動状況
平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 南阿蘇村での活動状況

・南阿蘇村の要請を受け、7/16～20において、TEC‐FORCE（近畿地整）による被災状況調査等を実施

黒川の河床からの調査

平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 日田市での活動状況

・日田市の要請を受け、7/16～19において、TEC-FORCE（九州地整）による被災状況調査等を実施

日田市長への報告書引き渡し

報告書のサンプル

平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 矢部川浸水被害に対する排水ポンプ車による排水計画

柳川市の浸水被害解消のため、TEC‐FORCE（九州地整）により排水計画（排水ポンプ車の配置計画）を作成し、７月 １４
日１８時２５分より順次排水ポンプ車による排水作業に着手し、１５日１５時５０分に当該地区（７ヶ所）の排水完了

排水計画の作成

排水作業

ポンプ設置箇所の現地調査

平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局

俊良川被災箇所写真

【調査内容】
・路線名
・調査日
・地点名
・災害概要
・孤立集落の有無

・人的・物的被害
の有無
・被災規模
（延長、高さ、量）
・周辺状況
・家屋への影響等

横断図には、復旧工法
の提案・助言を記入

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（道路班）による復旧工法の提案・助言復旧工法の検討
平成２２年奄美豪雨
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九州地方整備局

被災箇所写真

実施されている応急復旧では家屋の下が空洞
で安全ではないため、接近している台風に備え
右図の工法による補強を助言

◆役場を訪問し、被災箇所の調査結果を報告

応急復旧改良案

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（河川班）による復旧工法の提案・助言復旧工法の検討
平成２２年奄美豪雨
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高度な技術や専門的な知識を有する学識経験者を被災地へ派遣し、
指導・助言を行います。【平成２４年４月現在 ５０名】

地方公共団体

災害現場

ＴＥＣ－ＤＯＣＴＯＲ

九州地方整備局

現地診断

現地調査・随行 現地診断

要請

派遣
依頼

打合せ・技術支援

打合せ
技術指導・
助言

学識者、整備局職員による被災調査
国道498号 【佐賀県伊万里市】

九州地方整備局
①－２ 緊急災害対策派遣ドクター（ＴＥＣ-ＤＯＣＴＯＲ）
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九州地方整備局
② 災害対策用機械の派遣

対策本部車 待機支援車

情報収集車 衛星通信車

応急組立橋 排水ポンプ車

照明車

簡易遠隔操縦装置
(ブルドーザ用)

簡易遠隔操縦装置
(バックホウ用)

簡易遠隔操縦装置
（クローラダンプ用）

土のう造成機

橋梁点検車

災対用ヘリコプター
はるかぜ号

海翔丸

がんりゅう 11

気球空撮装置

ヘリコプター
「はるかぜ」簡易遠隔操縦装置

（ロボＱ）

衛星小型画像電送装置
（Ｋｕ－ＳＡＴ）

情報収集機器

排水ポンプ車

気球空撮装置

応急組立橋

照明車

油回収船
「海翔丸」

油・ゴミ回収船
「がんりゅう」

土のう造成機

対策本部車

待機支援車



接続方法

①市町村においてライブ映像
を見ることができる
①市町村においてライブ映像
を見ることができる

土砂崩壊や地すべり等被災箇所の把握
①市役所、町村役場において、ヘリコプターから伝送されるライブ映像を見て被災状況を把握できます
②伝送しながらライブ映像を見ながら地上から調査したい所をヘリコプターに伝達し、リアルタイムで見る

ことができます
③必要に応じて、ヘリコプターに自治体職員とＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが搭乗し、上空から被災状況を共同調査

できます

ライブ映像を見ながら、
調査したい所を、ヘリコプ
ターへ伝達できる

被災地のヘリ映像

③ヘリに搭乗し、上空からの被災状況
の共同調査ができる
③ヘリに搭乗し、上空からの被災状況
の共同調査ができる

②調査したい所をリアルタイムに伝達で見ることができる②調査したい所をリアルタイムに伝達で見ることができる

九州地方整備局
②－１ 災害対策用ヘリコプター「はるかぜ号」の派遣
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＜平成２４年７月九州北部豪雨における支援の状況＞

はるかぜ

愛らんど ほくりく

（九州）

（四国） （北陸）

災対用ヘリによる上空からの被災状況調査

矢
部
川

災害対策用ヘリコプターの派遣

要請先 調査日 調査箇所 調査目的 備考

7月　5日 由布市　土石流箇所 　・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

7月16日 大分県 　・四国地方整備局災害対策用ヘリコプター（愛らんど）

7月17日 日田市 　・北陸地方整備局災害対策用ヘリコプター（ほくりく）

7月　4日 筑後川水系有田川等 現地調査 　・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

7月　9日 日田市大字小野 河道閉塞状況調査 　・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

7月16日 日田市 現地調査 　・四国地方整備局災害対策用ヘリコプター（愛らんど）

竹田市 7月17日 大分県 現地調査 　・北陸地方整備局災害対策用ヘリコプター（ほくりく）

熊本県 7月15日 阿蘇カルデラ内 阿蘇土砂崩落箇所調査 　・沖縄総合事務局災害対策用ヘリコプター

7月16日 　・沖縄総合事務局災害対策用ヘリコプター

7月18日 　・四国地方整備局災害対策用ヘリコプター（愛らんど）

南阿蘇村 7月16日 南阿蘇村 現地調査 　・沖縄総合事務局災害対策用ヘリコプター

7月15日

7月16日

7月17日

柳川市 7月17日 矢部川水系矢部川 現地調査 　・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

　・四国地方整備局災害対策用ヘリコプター（愛らんど）
　・九州地方整備局災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

現地調査
矢部川上流

八女市星野村
柳川市

福岡県

日田市

現地調査阿蘇市阿蘇市

現地調査大分県

・自治体の要請を受け、被災箇所の状況把握などのためヘリコプターによる調査を支援

九州地方整備局
②－１ 災害対策用ヘリコプター「はるかぜ号」の派遣

平成２４年７月九州北部豪雨
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陸前高田市排水状況石巻市真野川支川への排水状況

真野川支川内水側

内水側：ポンプ車設置状況

内水側

排水ポンプ車イメージ図

3/21軽油10,000Ｌを支援
（大江川排水機場）

災対車派遣状況

待機支援車３台
3/13～

（仙台市他）

軽油１万㍑と排水ポンプ車１０台を派遣し、被災箇所を支援しました。

東北地方整備局からの要請により、軽油10,000Ｌをタンクローリーで、大崎市の大江川排水機場地下タンクに運搬しました。
また、浸水被害が著しい箇所の内水排除を目的に、３月１３日から排水ポンプ車を６台、４月１５日からは更に４台を追加し、計１０台

の排水ポンプ車を派遣し、排水作業を行いました。

②排水ポンプ車４台
3/20～3/31

（岩沼市仙台空港周辺）

④排水ポンプ車４台
4/16～4/29 2台
4/17～4/29 2台
（石巻市東名）

①排水ポンプ車２台
3/18～3/24

（石巻市真野五の坪）

⑤排水ポンプ車3台
4/18～

（陸前髙田市小友）

③排水ポンプ車６台
4/7～4/15

（石巻市釜谷）

九州地方整備局
②－２ 排水ポンプ車の派遣

平成２３年東日本大震災
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災害対策用車両と職員の派遣

【排水ポンプ車による浸水箇所の排水状況】

相馬・新地地区

図中の地区は代表的な地区を示します。

【災害対策用車両の派遣台数】

津波による浸水箇所に北海道開発局をはじめ全国７地方整備局からの応援車両約１５０台を含め、
車両総数約２３０台体制で排水作業を実施

災害対策用車両の主な派遣場所

大船渡・陸前高田・気仙沼地区

名取地区（仙台空港付近）

石巻・東松島・多賀城・
七ヶ浜・女川地区

大槌町

南三陸地区

仙台・名取・岩沼・亘理・
山元・角田地区

車両数
（台）

備　　考

排水ポンプ車 120

照　明　車 69

その他の車両 42 対策本部車、衛星通信車等

合計 231

九州地方整備局
②－２ 排水ポンプ車の派遣

平成２３年東日本大震災
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岩手県大船渡市における湾内監視及び沖合の海面監視装置の設置

TEC‐FORCE 情報通信班

岩手県大船渡市では、東北地方太平洋地震の津波によりGPS波浪計、潮位観測機器が破損したため、大きな余震が続いているにもかかわらず、海面の状況を観
測できない状況となっていた。このため大船渡市からの要請を受け、九州地方整備局と中部地方設備局のTEC‐FORCEやリエゾンが技術的支援を行い、国土交通省
の伝送装置(衛星通信車、ＦＰＵ、Ku‐SAT)を利用した大船渡湾内及び沖合の海面観測が４月１５日に可能となった。(大船渡市役所及び大船渡振興局にて映像受
信) このことにより、地震による津波対策として市役所の防災対策に役立てることができた。

～九州ＴＥＣにて設営～

～中部ＴＥＣにて設営～画像伝送装置（ＦＰＵ）

画像伝送装置（ＦＰＵ）

カメラ装置

大船渡市役所

赤崎漁村センター

湾内監視箇所
（大船渡市役所） カメラ設置箇所

（赤崎漁村センター）

カメラ設置箇所
（末崎中学校）

衛星通信車

執務室内(監視状況)

カメラ装置

末崎中学校

無線回線

衛星回線

画像伝送装置(Ku‐SAT)

実際の映像

九州地方整備局
②－３ 情報収集機器の派遣

平成２３年東日本大震災
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【九州地方整備局】

平成１６年８月 台風１８号（熊本県湯前町）
貸付期間 ： 平成１６年１０月２０日～平成１８年１１月２０日
連携・支援内容 ： 応急組立橋

一般国道２１９号の湯前町猪鹿倉地区で道
路が延長５８ｍにわたり決壊。

本路線は緊急輸送路であり運輸、通勤、通
学、通院等にかかせない道路であるため、当
整備局より応急組み立て橋を貸出し、速やか
な仮復旧に役立てた

被災箇所

被災延長

L=58m
被災箇所

【九州地方整備局】九州地方整備局
②－４ 応急組立橋の派遣
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・７月１４日の豪雨により、八女市黒木町の国道４４２号（県管理）の須崎橋が被災し、全面通行止めとなった。

・福岡県の要請により、整備局が保有する応急組立橋を貸与、１０月３日に通行止め解除

442

3

442

須崎橋

被災状況

須崎橋の車道（写真奥の石橋）が崩落 車道の崩落状況

応急組立橋の施工状況

１０月３日０時 通行止め解除

応急組立橋供用後の状況

【九州地方整備局】
【九州地方整備局】九州地方整備局

②－４ 応急組立橋の派遣
平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局
②－５ ゴミ回収船の派遣

19

■ 九州北部豪雨により発生した浮遊ゴミ・流木等を国が保有する船舶３隻により回収

１．回収作業船の活動範囲 ２．浮遊ゴミ・流木等の回収状況

船名：がんりゅう

7/12～8/18：740m3
（平成23年度：577m3）

船名：海煌（かいこう）

船名：海輝（かいき）

H24.7.20放映

＜作業船による回収状況＞

＜浮遊ゴミ・流木等の陸上げ＞

＜浮遊ゴミ・流木等の回収状況＞

（TKUスーパーニュースぴゅあピュア）
＜H24.7.17 熊本日日新聞（２１面）＞

7/12～8/18：1,810m3
（平成23年度：1,030m3）

平成２４年７月九州北部豪雨



・7/12～7/27において、福岡、熊本、大分の３県と、その１８市町村に、延べ４０７人・日の整備局職員を現地情報連絡班
（リエゾン）として派遣

自治体防災会議への参加

災害対策用ヘリ「はるかぜ」からの映像を
見ながら被災状況確認（朝倉市長への説明）

災害対策用ヘリ「はるかぜ」からの
映像を市防災会議で共有

朝倉市リエゾン

阿蘇市リエゾン

日田市リエゾン

リエゾン【liaison】とは、フランス語で「組織間の連絡、
連携」という意味で、災害時等において整備局職員
を県・市町村へ派遣し

①自治体が必要とする情報を整備局から迅速に入手
し、提供します

②自治体からのリクエストをいち早く整備局に伝達し、
対応します

③ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ・災害対策用機械等を調整し、派
遣します

九州地方整備局
③－１ 現地情報連絡班（リエゾン）

平成２４年７月九州北部豪雨
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九州地方整備局 災害対策本部

カメラ

事務所

テレビ会議

音声

被災地の映像
災対用ヘリ
「はるかぜ」

市町村県

テレビ会議システムにより、地方整備局の対策本部と被災地自治体が
直接、現地状況映像を確認しながら会議を行います。

九州地方整備局
③－２ 映像共有遠隔防災会議

21

本部室の
映像配信

光ファイバケー
ブル、インター
ネット等



災害対策支部

九州地方整備局 災害対策本部

☆ＴＶ会議システム

自治体等

Web
カメラ

☆ＴＶ会議システム

ＴＶ会議システムで参加

電話をテレビ
会議に接続

九州地方整備局がＣＣＴＶカメラの映像と電話による防災情報を自治体にリアルタイムで提供する連絡体
制（ホットライン）を確立し、連携・支援を行います。

※注意：セキュリティの確保のため、
ＩＤ、パスワードが必要です。

災害時には九州地方整備局より設定
方法・ＩＤ・パスワードを連絡します

映像

凡例

映像･音声

音声

道路監視カメラ 河川監視カメラ

ＣＣＴＶ映像 国道２０１号
除雪作業（H23.1.1）

音声

ホットライン

本部室の
映像配信

九州地方整備局
③－２ ホットライン

22

光ファイバ
ケーブル、
インター
ネット等



九州地方整備局

【鳥インフルエンザ】 九州地方整備局における自治体への連携・支援
九州地方整備局

【参考】家畜伝染病被害に対する九州地方整備局の取り組み

期間：H22.5.18～H22.9.27

23

■一般車両の全車消毒
消毒槽の提案、設置・運営への協力など

国道１０号をはじめ宮崎県内３１箇所。
大分（８箇所）、熊本（８箇所）、鹿児島（１箇所）で合計１７箇所

消毒槽 国道１０号（宮
崎市佐土原町）

消毒マット 国道１０号
（高城町）

■散水車による道路
の消毒

発生地点での重点消毒、市街地
道路の消毒（１日最大２５台稼
働）

全車噴霧 県道 宮崎須
木線（綾町大字入野）

消毒槽（高速道路）東九
州自動車道（西都ＩＣ）

散水車による消毒液散布
状況

■照明車の派遣
発症発覚後、２～３時間後

には現地に派遣し、夜間作業
を支援（１日最大１３台稼
働）、都城市での発症以降、
発生発覚後、その日の朝まで
にはすべて処分

■高速道路での消毒に
よる感染拡大防止

宮崎県内の全１０箇所のＩＣに
消毒槽、隣接３県９カ所のＩＣ
に消毒マットを設置

②埋却処分の迅速化

①防疫体制の強化

全国の整備局から宮崎県に照明車を派遣



九州地方整備局災害対応の拠点となった『九州防災センター』

・大規模災害時における対応の一層の高度化・円滑化を図るため、平成２４年４月、福岡県久留米市の

九州技術事務所内に「九州防災センター」を設置。
・各種訓練の企画・運営、防災に関する技術開発、自治体の防災対策の支援等の取り組みを専門的に
実施するとともに、九州地方整備局企画部、事務所と連携し、大規模災害時における対応の一層の
高度化・円滑化を図る。

【 平 常 時 】

■地方整備局の防災力の強化
・各種訓練・研修の企画・運営を通じ、TEC-FORＣＥ
隊員をはじめとする職員の災害対応能力を向上

・九州管内の防災関係資機材の機能維持、向上、
配備等

■自治体との連携・支援体制の強化
・自治体と共同の防災訓練、自治体向け「防災セミ

ナー」などを実施

■調査、技術開発
・災害対応の経験、知見など各地で発生した災害に
関する情報をとりまとめた災害情報データベース
を構築、運用

・より高度かつ円滑な災害対応を行うため、防災情
報通信システムや無人化施工機械等の技術開発。

【 災 害 時 】

■被災地への派遣拠点
・全国及び九州管内に派遣される九州地方整備局の
TEC-FORCE隊員や災害用対策機械、
TEC-DOCTOR（学識者）の派遣拠点。

・派遣隊への後方支援。（物資輸送、交代要員など）

■災害対策本部代替機能（BCP）
・九州地方整備局災害対策本部の代替機能確保

…(将来)

九州地方整備局災害対策本部 災害用対策機械

九州防災センターの役割

２４



九州地方整備局『九州防災センター』の活動（Ｈ24年7月豪雨災害①）

①TEC-FORCEの派遣拠点基地として機能

防災センターでの派遣業務一元化
により被災地への効率的かつ迅速
な派遣が可能となった。

被災地における
TEC-FORCE活動状況

九州防災センターで派遣業務を一元化

土砂災害状況調査（阿蘇市）
四国TEC

自衛隊との協議状況（竹田市）
九州TEC

災害対策本部（本局）

TEC-FORCE隊への調査内容説明
（中部ＴＥＣ） 携行品説明状況 （九州ＴＥＣ） ２５



九州地方整備局

②災害対策用機械、資材の派遣拠点基地として機能

行方不明者捜索支援（阿蘇市）
排水ポンプ車の派遣

大型土のう支援状況（福岡県）
支援物資での仮締め切り状況

【災害対策用機械拠点基地】

全国から災対車が集結
(H24.7.16撮影)

最大時45台が待機

搬入状況
全国から約8,700袋を搬入

搬出状況

・他地整からの応援車両が九州防災ｾﾝﾀｰ(九州技術事務所構内)に集結し、各派遣先に出動。
・九州防災ｾﾝﾀｰ(九州技術事務所)に大型土のう袋を調達し自治体支援のため搬出。

内水排除（柳川市）
排水ポンプ車の派遣

【大型土のうの調達】

『九州防災センター』の活動（Ｈ24年7月豪雨災害②）

２６


